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紀伊半島沖熊野灘における巨大津波の成因について
～三次元反射法音波探査による海底下の地質構造の解析結果

～

1．概要

海洋研究開発機構（理事長　加藤康宏）地球深部探査センター　グレ
ゴリー・モーア、平朝彦、倉本真一らは、平成18年4月から5月まで紀伊
半島沖熊野灘において実施された三次元反射法音波探査（平成18年4月6
日プレス発表：参考）のデータ解析により、海底下の三次元地質構造を
明らかにしました。この解析の結果、プレート境界面から派生する巨大
分岐断層がこの海域で起きた巨大津波の原因であることが結論づけられ
明らかとなりました。

本成果は、11月16日（日本時間）米国科学誌サイエンス電子版に掲載
されます。

2．背景

津波発生の根本的要因は、海底地形の急激な垂直変化によります。そ
れはプレート境界から海底近傍まで貫く断層活動によって引き起こされ
ると考えられています。南海トラフ付加体(＊1)では、沈み込むプレート
（フィリピン海プレート）と上盤側のプレート（ユーラシアプレート）
との境界断層から派生する、巨大な分岐断層が発見されていました。こ
の巨大分岐断層が、海底地形に重要な変動をもたらし、津波を起こす原
因となっているのかどうかについては議論の的となっていました。

3．内容

熊野灘において、地球深部探査船「ちきゅう」による南海掘削の事
前調査として、また巨大分岐断層を三次元的に可視化することを目
的に、三次元反射法音波探査を実施しました。

http://wwwtest.jamstec.go.jp/j/about/press_release/archive/2006/20060406/


(1)で得られた三次元地質構造のデータ解析から以下のことが明らか
になりました。
1.巨大分岐断層がプレート境界断層から派生している。
2.この分岐断層が付加体を形成する古い断層を切っている。
3.この分岐断層の構造と巨大な海底地滑りの痕跡は、この分岐断層
が現在も活動的であり、陸側（北側）には新たな断層運動が活動し
ていることを示している。
4.この分岐断層は海側（南側）から陸側に向かって徐々に高角度に
なっており、海底地形をより垂直的に変化させるようになってい
る。

4．考察

これらの解析結果から、熊野灘の巨大分岐断層の活動が海底地形に重
要な変動をもたらしていることがわかりました。また、巨大分岐断層が
プレート境界から派生していること、その活動は非常に活動的で最近活
動した痕跡を残していることから、この巨大分岐断層は現在も活動的で
あり、歴史的な津波、例えば1944年の東南海地震（マグニチュード
8.1）の時に発生した津波等を引き起こした原因であると考えられま
す。

(＊1)南海トラフ付加体：

駿河湾から東海沖-紀伊半島沖-四国沖-九州沖まで続く南海トラフ（トラ
フとは海底の細長い凹地を指すが、ここでは海溝を意味する：長さ約
770 km程度）は、南からフィリピン海プレートが、西南日本列島の地
下に沈み込んでいくところである。ここでは海洋のプレートの上に堆積
した堆積物（一部火成岩も）がはぎ取られ、陸側のプレートに付加して
いく地質現象が起こっている。このプレートの沈み込みに伴い形成され
た地質体を付加体と呼んでいる。付加体の発達は造山運動の基本的なプ
ロセスとして重要であると認識され、また巨大地震の発生場所として
も、第一線の研究がなされている。

【図-1】



【図-1の説明】
調査海域図。右上の図は広域のプレート配置を示します。黒い枠は
三次元反射法音波探査の調査範囲を示しています。赤い枠は図-2の
範囲を示し、赤い矢印は図-２の視線方向を示しています。三次元反
射法音波探査の調査範囲内の赤線は図-3の位置を示します。青の三
角ケバ線は巨大分岐断層が海底に現れているところを示していま
す。

【図-2】



【図-2の説明】
プレート境界から派生した巨大分岐断層は、海底まで突き抜け、海底
地滑りを発生させるような、海底地形に著しい変動をもたらしていま
す。この断層が歴史的な津波を引き起こしてきた原因であると考えら
れます（図の左側が海溝側、右側が陸側）。

※デコルマ面：海洋プレートの沈み込みに伴い発達する水平滑り面
※縦軸「往復走時（秒）」：音波が海底下から反射して再び海面まで
戻ってくる時間を縦軸として表示している。これは反射法地震波探査
記録の一般的な表現方法であるが、地層の正確な音波伝播速度の構造
が求められれば深度を縦軸として表現できる。

【図-3】

【図-3の説明】
巨大分岐断層は斜面堆積物を切り、海底近傍まで連続していることが



わかります。この断層は、付加体の古い断層を切り（より新しい活動
を示す）、かつ海底近傍の新しい堆積物を切っていることから、比較
的新しい断層活動であることがわかります。
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